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資本主義へのオルタナティプを掲げる新たな

政治勢力の形成を 1

流 広志

保護貿易主義と自由貿易主義の対立に引き裂かれる

世界

2頓)8年 リーマ ン恐慌は I壮 界資本 11義 の大きな歴史的

転換を沖iす 1竹 界恐慌だった 先の胸界戦争σ)要因とされ

た保護貿易主義の台頭による世界 |lj場再分割戦→「ブ

ロック化」の及省から生まれた「1由貿易11義 を推進する

lM「 一GATT体 制は WTOへ とり|き 継が it、 グローバ

ル資本 11義 は、多[J籍資本化 しつつ、TPPな ど自由貿

易体静1を 作ってきた .

ところが、米帝 トランプの保護貿易主義への転換に

よって、米中貿易戦争が激化し、世界市場の分断が進ん

だ=米中経済戦争の激化は、 l世界資本主義経済の成長を

阻害し、戦争の危機を深めている「

すでにグローバリズノ、から保護主義へ転換 しつつあ

るアメリカ以外は、自由貿易主義を保守 し、TPPを 推

進 し続け、グローバリズムを推 し進めている三

安倍政権は、保護貿易に走るトランプ政権に屈服し、

先の H米 由
^脳
会談でも、アメリカ個1に大きく譲歩したと

も伝えられている (安倍総理は否定 ).高野孟氏は、農

産物輸入を大幅に械、大する「密約」があったと述べてい

る.7'1の参議院選後に合意を目指すとスケジュールの

先延ばししてもらったものの、 トランプ大統領の支持基

盤の農民は農産P/J llj場 開放を強 く要求しており、 トラン

プ人統領はツィッターで、「1本が大幅な譲歩をするとい

う期待を表明した

大阪サ ミット lG20,に おいて も、ア メリカの 1カt護

貿易 il義 に対 してヨーロッパ諸}Jが 反発し対立するこ

とが 予想され、G20の 紆i束が緩むことは |^分あ |,う る 1

WT()に代表される I句 由貿易 ii義 を堅持 しようとする諸

国とアメリカの対 11のはざまにあって、日本の立場は FF

しくなっている.先の日英前
・
脳会談で、 トランプは、 イ

ギリスに Ell tti脱を迫 り、FTrヽ 締結を呼びかけたよう

に、 |lt界 ;|∫場の 1与分割→ブロツク化を推 し進めている
=

安1吉政権は、対東アジア政策においてもlli典 的なリア

ル・ホ |プ ティクスを信本し、外交の背後の lli J「 的サ|:力 を

アメリカに頼る「砲艦外交」をj笙めてきて、 1朽北:神l鮮 と

の外交関係を悪化させ続け、その泥 iイ1か ら抜け|11せなく

なっている ,

野党時代に新iっ た右派勢力は、わずかの妥協も許さな

いため、柔軟性も失った .

ただ、政権獲得後の財界への支持基盤のシフ トによっ

て、「 f者
の狭間に立たされているが、徐々に後者へ基盤

を移してきた.そ して、対中政策も変化してきたf i]中

は、自由貿易主義で手を組み、アメリカの 1呆護貿易主義

に退行しようとしている。

しかし、アメリカに安全保障を依存しtli事指揮権を握

られているサブ帝国主義日本は、結局は、アメリカ「ブ

ロックJ内 に入るほかはないというθ)が、 II米 首脳会談

での安倍外交の示 した選択であった,

他方で、1月 23日 の「 lU‐界経済フォーラノ、年次総会」

のあいさつで、安倍首
・
相は、イノベーション (技術革新 )

と共に、自由貿易主義を堅持することを強調 した3大阪

サ ミットでは、データ産業の育成や企業負担が低い IT

企業への課税強化などが議題 となる.貧富の格差を拡大

し、労働者人民の搾取と収奪を強める方策を「共謀」す

る大阪サ ミット (G20)に 反対 し、大阪現地や 25日 東

京新宿のサ ミット反対デモに結集しよう !

他方で、米帝 トランプは、「アメリカ第一「11義」を掲げ、

保護貿易 fl義で自国の利益を強引に他国へ押 し付けなが

ら、同時に、力を背景にした「砲艦外交」を基本姿勢と

しつつ、1111カ で脅しをかけ、挑発 しながら、「1ら の利

害を押 し通そうとして、朝鮮半島や台i弯海峡などに空母

や11i艦 を派遣して脅しながら、貿易交渉をしたり、核放

葉を,豊 ったりしている′.・Itil喝相手は中国や北 1明鮮 (「共

和国」)や イランや シリアなどの「敵対国1に 限らず、

同盟国にも脅しをかけている(:



アメリカの対中政策のお先棒を担ぎ、1髯事的にはます

ます [1米 卜1盟での米軍との 一f本化 :二突き進んでいる安倍

政権は、その最前線 として河l縄で辺野 :if新基地の建設を、

沖縄の県民投票や知事選で /1・ された多数の民意を無視し

て、強行 している また、奄美から先島の 1者島に自衛隊

基地を新設し、先島防衛体制を構築している :

こうして安倍政権は着々と「1衛隊の実践化をi笙め、事

実 11の 「国lli化」を推し,生めつつ、政憲― 自衛隊明記 (加 |

憲)を 11っ ている また、戦後初めての「空母1と いう

攻撃力を加1え て、安保法 liJと 治安法を整え、「戦争でき

る国づくり」にまい進している こうした支西己階級のた

めの戦争に労 lf/1者民衆の戦争動員を目論む 9条改憲を日l

lllし なければならない 人 :il代 替わりを利用した支酉ご階

級のための 「1可民統合」を言ilし てはならない

資本主義批判を軸にした新たな政治勢力

2fX)7年 リーマン・ショックを契機に世界資本 li義 は

恐慌に見舞われた このリーマン恐慌から 10年 経ち、

砒界経済は芳ξ気後退局前iに 入っている l

19∞ 年代以来、多国籍資本を推進役 として ,笙められ

てきた新ドl ll:主義的グローバル化に対して反対する運動

が国際的に高揚 した.「 世界社会フォーラム1や 農民団

体や労働組合や _R~GOな どの反グローバリズム運動がサ

ミットや WTOや 世界銀行などのグローバル化推進機関

の国際会議に反対する行動を起こした i

また、グローバル化によって貧富の格差が拡大したこ

とに対する闘いが世界各地で起きている.リ ーマン恐慌

後の大量失業によってホーノ、レスが増加したアメリカの

ニューヨークで 2011年 9月 17日 に開始されたウォール

ス トリー ト占拠 (オ キュバイ)は 世界各地に波及した
=

日本では、2008年、大量の派遣切 l)に よって失業 し

た若者がホームレスfヒ となったことに対 して、2008年

12月 31日 から翌年 1月 5日 まで日比谷公園でテントを

設置し、ホームレスを宿泊させたり、炊き出しを行なっ

た。

恐慌による景気悪化から財政難が急拡大 したギリシャ

では、財政危機が深刻化 し緊縮政策がとられ失業率が急

上昇したのに対して、シリザ (急進左派連合}が支持を

拡大し政権を獲得する.し かし、EUと ドイツのメルケ

'レ

政権のIJ:力 に屈する.

スペインでは、民 [ii ll義 的組織運営を特徴とするボデ

モスが急仲張する.ボ デモスは 2()16年 の総選挙で第 3

党になるが、2019年 4サ Iの 総選挙で、議席をほ (ま 11減

させた1社会労働党が第 1党 となり、イi派のIJ民党は敗

北 したが、極イiが初のめて国会議席を獲得 した ホデモ

スは連 、1政権入りか閣外協力する I可
‐
能性が高い i

フランスでは、反資本 ii義 党 (NPA)力 iで き、さら

にノ1:翼 党 も生 まれた.そ して、2018年 11月 1711、 燃

料税の引 11げに抗議する「lT色 いベスト運動がフランス

全 llで 30万 人を集めて 1用始され現在も続いている .

剰il′ lill i:義政策を1反ってきた多くの先進資本 li義国で

it官の格差が拡大し三極化がi笙 む中で、ノlitt lTを 要因と

する人衆運動がこの間次々と起こり、それを代表する政

治勢ノ」も生まれてきた`,

フランスでは、「黄色いベス トJ運動が起 き、スベイ

ンでは、ポデモスが支持を広げたらそして、アメリカで

は、「民主的社会主義」を掲げるサンダース上院議員支

持が若者に広まり、イギリスでは、主要産業の「LJ有化・

公有化」を掲げるコービンが労働党党首になった

[]本では、安保法市1に 反対するLJ会を1供 り囲む人々は

数万単位に膨れ上がったが、安倍政権を倒せず、その後、

それを超えることはできていない。

このことは、単に政策を阻止するというばか りではな

く、運動が同時に未来をも指 し示し、未来をも代表する

ことが同時に必要になっていることを示している.そ の

ことは、京都の反戦運動かる、「過渡的綱領」の提起が

あり 1「年誌`12018年 け、新開氏「現情勢、2011年以降

の運動の新たなサイクル」)、 東京では反戦実の「変革の

ためのプラットフォーム 1案

'」

力=提起され、期せずして、

全体の政治情勢、運動状況が、同じ壁に逢着したことを

示したことでも明らかになった。

単なる政策反対運動ではなく、より総合的な対抗軸の

下に新たな政治勢力を形成しなければ、1同別政策を阻止

することもできないのであるこ脱原発・反安保法llillの シ

ングル・イシューの問いを引き継ぎつつ、それにとどま

らず、長期政権を維持し続ける安倍政権との総合的対決

の陣形を形成しなければ、り、党 3分の 2を超える国会状

況θ)下では、シングル・イシューの問いも勝利できない

のである.

現在は、「 Ilj民連合」と野党の共間として、 ||∫民ヘゲ

モニーが大きくあるが、それでも、安保法制の強行採決バリの凱旋門前の



を止められず、反政憲野党が国会両院で 3分の 1の議席

を超えられていないように、カイく足である.

しかし、欧米諸国の政治状況をみるならば、明らかに

従来よ |)急 j笙化・左傾化が

'笙

んでお 1)、 「社会主義」「肛|

有化・公イ∫化」を公然と掲げるノ1:派勢力が支持を拡大し

ている「

現在、参議院選を前 |二 、野党第 一党の立憲民 L党の支

持率が低迷しており、小沢
‐郎 CPD「 |'l由党二と合併する

国民民 li党からの離党者が相次 ぐなど、野党再編はまだ

,l ilであり、流動的である こ1よ民 i:党枝野の l:う 「典
の {ち t′、::」「保守本流二路線への支持は少ない.そ して、

11:倒 的に多い「他にいい人がいないから二というJl由 で

安倍政権が高い支持率を維持 し続けている

原発1lj稼働反対多数、j型瞥i lif新 基地建設反対多数、安

保法制反対多数、9条改憲反支.l多 数、 1学 々と重要な政策

で、多数のit意 に逆らいながら、経済政策
`ア

ベノミク

ス)や外交の成果を強 ,J尋 し、保守 2人政党制という多く

の人々からすでに魅力を感じなくなっている li∫い選](肢

にしがみつくことで、野党は結舛t的に安倍政権を助けて

いる .

同時に、この間の貧富の格差の拡大・ |』定化、中間層

の解体による新たな階級形成が ,笙んでいる

非 正規労働名
・は今や約 38?お (総務省統計 :う 「労働力

調査 (詳細集計
'平
成 30年 (2018年 )11均 1速 報 )

2019年 2月 15[1」 }に達 している.年収 200万 円以下

のワーキングプアは、約 1085万人 (2017年国税庁「民

間給 与実態統計調査 12018年 9月 付 )と 1千 万人を超

えている (た だし、女性非正規労働者の中には、共稼 ぎ

の補助労働者もいると思われるので、家計で見ればワー

キングプアと言えない人たちもいると思われる).

安倍首相は、アベ ノミクスの 6年間の成長を強調して

いるけれども、景気が拡大 しているにも関わらず、財政

赤字は増大し続け、この間前ft未聞の統計不正もあ り、

実質賃金は低 ドしていると思われるが、所得続計の信頼

が揺らいでしまっていて検証イく可能になっている,政府

統計があてにならない中で、秋の消費増税実施を目論ん

でいる

白民党は、参院選の選挙公約に、消費税増税、早期改

憲を盛り込み、攻勢的姿勢を顕わにした I

それに対 して、「れ tヽ わ新選組」立ち Lげた山本太郎

参議院議員は、1曽税凍結、消費税廃止、最低賃金 1500円 、

TPP反対、j二野 lif新基地建設反対、脱原発などの緊急

政策を発表し、支持を急

"、

人している (選挙資金カンパ

1億 6丁‐万11]を あっという1昌1に集めた),こ れ t二刺激を

受けたのか、こ憲民 li党の候補者も、消費税の廃 111を選

挙公約に盛り込み始めたら

こうした政局の流動化は当分続 くとみられるが、世界

的な流れを考えると、 11本においても、「社会主義」「国

有化 `公有化」を掲げる政治湖流が、「 [1本のサンダース」

を先頭に、急拡大する●1・能ヤLが高い .

H銀 は、 11場投資イ|:託 (ETF)を 毎年 6兆円買い続

けていて、今年 3り ]末の時点で、 L場企業の 49.796で 大

株 liと なり、オノ、ロン、 11本ハムなど23社 の企業で筆

頭株 liに なっている (4サ ll(;‖  ll経 )H経 は、この

ベースで‖銀が株式をT'1い続けると、2020年 末までに、

公的年金を 11回 り、日■1が日本最大の人株 11に なるとチ

想している

日本の株式 |lj場 は、公的年金とH銀の 11場投資信 li毛

(E′「 I■ )に よってf乍 られた官製相場の 11j場 になっている

のである こうして、レーニンが ,:っ た「社会 i:義への

人りH」 (国家 (独占)資 本 li義 )に到達したσ)である

その方向を前に進めるスローガンが、「}L会 |:義」「1可 有

化 。公イ∫化」なのであるi)

30年 前のソ連・東欧「現存社会主義」体制赫i壊以来、

「社会lli義」「 }Jイ 1・化・公有化 1は 、その原因とされ、ほ

ぼ消滅 した,こ れらの言葉は ‐度クヒに、そして、新たに

生まれたのである`:言葉は同じでも過去のそれとは内容

が違うのである。そのことを感じているからこそ、サ ン

ダース現象やコービン現象が起 きえているのであって、

過去への逆戻 りではないのだ,新 しさを感じているから

こそ支持が拡大 しているのである.それほどにグローバ

ル資本主義のもたらした惨禍、災j[は ひどいものと感 じ

られているのである。2極化などによる大多数の人々の

未来への絶望が深いということなのだ。

未来に希望を持てなくなった多数の F層 を解放するヘ

ゲモーンとして、労働者階級が「社会11義」「国有化・

公有化」を掲げ、新しい政治勢力形成の先頭に立たなけ

ればならないと考える.

階級主体を形成 し共産主義の未来ヘ

かくして、客観的な世界情勢は、歴史的にも資本11義

から社会 11義・共産 ti義への転換点にさしかかっているこ

物的条件は成熟している(iF]題 は、その l:体の形成であ

るこ

この間、新たな政治勢力が 1世 界各地で登場 し、また |II

来のノli異の変化が起きてきたは前にいくつか見た,こ の

間、 1年誌1で も階級や労働運動について :討論を行うな

どして、 11体の問題に焦点を当ててきた l

知li哉 人の中からも、|マ ルチチュー ドJ「ブレカリアー



卜」などの新たな主体が提起されている.しかしそれら

は今のところは「流行 :)言葉」以上にはなっていないよ

うに思えるこ

歴史的に見るならば、日本では、戦後高度成 1こ から

90年 代バブル期に階級村1会から消費 il体の大衆社会ヘ

の変化が起きて、階級は消滅 したという議論が起きた「

それを 60年 代後期σ)学 41反舌L・ 令共聞運動、7()年 代の

反公害運動や農l(運動や消費者運動や環境保護運動など

は先駆的に示 していたと::え よう :

しかし、
"年
代バブル崩壊から「失われた 10イ 11_:べ'

その後の「低成 1こ」「 1こ jり1低停:帯」は、「哺司々ばらばらの

個人からなる人衆ネ|:会」が新階級社会へと1与編成される

llス 11

1トサ,1

11,311

:Ⅲ I,11

1)ヽ 11

(111'I

卜も:,

卜1'11

ア511

T,,1:

11

年収200万円以下(ワーキングフア)層の推移

!l11),;  21)1)1)   1)ヽ      11)      16三
卜l賛 l li■ tl門ギ:リ リ〔藩織1,|:州 rr 4・ 1.lイ l■r llし ご lFうしr」

:jl:′ :巧「 |チf:1・ ム I〔 1111,1

過程にもなった1分厚くなった「中間層」は分解し、労

働者は正規・非正規に分かれ、非 iE規労働者は全労働者
・

の 4割に達した.そ して、年収 200万円以下の収入しか

ない「ワーキングブア」が 1132.3万 人 (国税庁 2016年

分民間給与実態統計調査)に 達 しているr 
・
階級社会」

などで新たな階級形成を明らかにした橋本健二氏は、こ

うした「ワーキングブア」を含めた「アンダークラス (下

|ぎ 階級 )」 が増大していることを指摘 している「

このような貧t,の拡大に対してll:来左翼・リベラル派

は、「福祉国家」などをi場げて、主に所得再分配政策を

通 じて格差縮小を行なってきたが、それは戦後資本主義

が高成長して分けるパイが拡大してきたために I]‐ 能に

なっていたのであ 1)、 低成 1こ ドで I材 政危機に陥 |)、 従来

のような高福有|:が不口l‐能にな :)、 支持も低迷するよう4二

なってきた .

そこで、イギリス労働党θ)ブ レア元党「1・は「第二の通 :

と称する新 i¬ ||l li義 との折衷路線に転換 し、社会民 li li

義の改■:を 進めた「 しかし、それは、リーマン恐慌もあっ

て挫折 した,そ して、サンダースやコービンなどの「社

会 il義」「IJ有化・公有化」路線への再転換が進んでいる .

さらに、 ドイツ・フランスの左翼党、ボデモス、などの

新左翼を生み出したのである [

他方で、スi翼の路練転換や利iノli翼 の誕41と 同時に反移

民などを掲げるイi翼 も台頭している 政治的には、ノ1:ィ i
lilll極が支持を拡大し、中進が後退しているグ)である. こ

れもまた「中 1偶j層 Jの減少とド層のよ曽人、新たな階級形

成が進み、階級 l171造 も新しくなってきたことの政治状況

への 1又映であるt加 |え て、近年の AI化などのオ支術 1ヽ新は、

イく変資本に対する !」
・
変資本の割合を減少させるもυ)であ

る 例えば、先に逆走可i故を起こした横浜 II∫のブルーラ

インの無人連 lll_71な どの実験が危険性を省みず強行されて

いるが、労働者をロボットなどでFtき 換えるものである

このり1111:規 労働 者
・や「ワーキングブア」が下対=1を な

しており、それに中小企業労働者、句i金 しか収人のない

障 11,者や 1サ ∫家庭や生活保i隻受給者や資産の少ない高齢

者や失業者 。11失業者が加わり、増大してきている

それに対して、安 1キ政権は、年金支給開始年齢の引 I,

げや介護保険や高齢者医療費σ)「
′
l己負引1のづ1上げや障害

年金のカットや消費税 nilil税 、それに、 Il銀の物価 L夕 1‐政

策で負担を増やそうとしている :

さらに、政府主導で企業に賃上げを求め、名 H賃 金の

引 [.げを違ってきた。しかし、公的負lllの 1曽大などもあ

り、安倍政権の間に、実質賃金は下がった.し かも、政

権にイく都合な統計数字は政ざんされ、 iF確な統計がわか

ななくなるという前代未間の不祥事まで起きていて、正

確な賃金続計がないという事態になった.

時系列表第 6表
実質賃金指数
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新労働者階級が下層として形成されている現在、それ

は同時に明治期の近代化の過程で形成された労働の 1_1重

構造という差別構造が新たな形で蘇ってきていることを

指摘 しなければならない:そ れは、「雇耳l身分制」とい

う言い方に示されているが、現在の正規労働者と非正規

労働者の間には差別的関係があ り、「身分」的にまでなっ

てきているということであるこ

インドの大 li場では今もカーストによって水道が別々

に分けられているというが、 Il本の企業でも、井 il:規労

働者が社員食堂を使えないという例が、森岡孝 :■の :'雇

用身分社会J(ギ 1波新書)に |llて くる「 こうした労働者

の分断が lllil定 化してくる中で、非 :l:規労働者の階級が「 1

まり成形されてきているのである.

そしてそこに、安倍政権は人管法を変えて、外国人労

働者の受け人れ枠を拡大し、 :ユ純労働者も受け入れられ

るようにし、「 ド層」に外国人労働者をも大itに 加えよ

うとしてヽヽる。

このような新たな階級社会の構造の形成過程の中で、

労働者解放の社会lli義の実現の聞いを外に1人労働者との

連帯、国際主義の聞いとしても、また反差別の闘いとし

ても推 し進める必要がある。

特集 :労働と階級

あいさつ

(共産主義運動年講編集委員会事務局・畿瀬仁弘)

共産主義運動年誌編集委員会は昨年 3月 「労働をめ

ぐって」をテーマに討論会を開催し、それに引き続き F論

争』誌上で 3 Flに渡り「労働と階級」をめぐる特集を組

み、そしてこの 4月 に労働運動活動家たちを招き「労働

運動の可能性」をテーマに討論会を開催した.共産主義

運動にとって労働運動は不面J欠であると考えられてきた

が、この国における現状は依然厳しいものがある。もち

ろんこれは労働運動が必要なくなったことを意味するの

ではなく、グローバル資本主義の中で生き残りをかけた

II本資本のなりふり構わぬ利潤争奪戦は、様々なF]題を

噴出させながら労働者にI・lする搾取・抑圧をよリー層強

めている。「今こそ労働運動だ !」 という思いを抱く者

は少なからずいるはずなのだが、しかし現状は厳しい。

なぜこのような事態を招いたのか ? 今、労働現場では
どのようなことが′liじており、そこからどのようにすれ

ば現状を打破し、米米社会を展望できるのか ? 労働運

動がこれからも変革運動にとって不可欠であるとするな

ら、これらの難 F母に答えを出すことこそ、今、共産主義

者に求められている。まずは、従来の枠組みに囚われる

ことなく、真の意味で「具体的現状の具体的分析」を徹

底的にかつ根底的に行うことである.

ユニオン労働運動、関西生コン大弾圧につい

て (れ の ゴノ
ー4・ 13労働運動討論会

旭几太郎

11 4月 13‖ 共産 i:義運動年誌 li催の労働運動をめぐ

る討論会 (「労働運動の口∫能性」)が行われた。 山H氏

(APFS労働組合 )、 同崎氏 (府中緊急派遣村労働組合 )

からの報 :]:があり、中部地域労働者組合の佐々本氏の参

加|、 報告く)あ り、労働運動の現実課題といったことが活

発に議論された。

^九八〇年代のIJ鉄民営化、総評解体・連合化はじめ

労働運動の衰退ということは多く語られてきたc

たしかに高度成長時代以降、、 [1本的経営―終身雇用、

年功賃金、企業別組合等の下で大企業 。正社員を中′とヽと

した労働者の資本への統合・労働運動の体制内化が進ん

だ。そ して 1980年代グローバリズムー新自由主義の下

で非 正規労働が拡大し、悪徳
/1X業
化が進み、労働運動、

労働者の分断も進められた。

とはいえ、こうした流れに抗 し、地域を基盤として個

人加盟慕l合という形で、非正規化や、悪徳企業化に抗 し、

「地域」や「自主生産」等をも一つの武器としつつ闘う

ユニオン型・地域合同労組型労働運動が粋iり 強く登場し

てきているという現実もある。

また企業別組合と異なり企業横断型職種別組合で、

200職場 3000人 を組織し、職場多数派を構成しつつつ

威力を発揮してきている関西生コンが職場民主主義のみ

ならず、「産業管理」にもいたり、資本 。国家の脅威と

なり大弾;,liの攻撃に直Fl‐ している。

(社会的労働運動・ユニオン型労働運動)

● これらは「地域での社会的労働運動の実践はまだま
だ課題が多い。高齢者の失業・貧困、母子家庭の貧困と

教育、障碍者の就労にまつわる問題、外国人移住労働者

の問題等」(府中緊急派遣村労働組合岡崎氏報告レジメ

より)と あるように企業内の労働条件にとどまらない

社会問題としての労働運動と lノ てあることを意味してい

る.

中部地域労働者慕l合大会議案書において「臨時 ド請



け、パー ト、契約、請負 (酒巻、エンフ
・
ラ等)の分断を

撥ね返して経営と対峙してきた攻防、職場における外国

人労働者使い捨てを「当該外国人を前面に立てて主体的

に (取 り組んできた経緯 (利久庵など)に顕著であった「

私たちがこの間生み出し、育ててきた攻防は、現在の日

本ないし世界の矛盾が小さくともIt体的に体現されたも

のである。労働者の人措lと しての権利及び生活を獲得す

る振る舞いとして有意義かつ重要なものであることは論

をまたない」 (II・部地域労働者組合第ニート1定期大会議

案)と あるように各人の、職場の権利および41活 を獲得

する闘いが全世界を背ftっ てゆく性格のものであること

にrII白 iし てぃるわけである f

移住労働者のなl合 (APFS労劇1)は、日本の労働カイく

足の解決のための人管法改定一移住労働者受け入れ拡大

一人間としてではなく定住しない労働力として '労働機

械として大量に受け入れようとする (5年以内、家族帯

卜1を 認めない、悪名高い技能実習生制度―最低賃金以

下、長時間労働・1:留 カー ド・パスポー トlftり Lげや恣

意的強制帰国の ドにあった―のそのままの移行の ドにあ

る「外に1人労働者の組織 (組合)1である。

こうした海外では「人身売買」と認識され、国連から

何度も改善の勧告が出されている悪質極まりない制度と

闘いつつ「未だに不当解雇や賃金未払い、労災隠し等々

の問題を抱えてくる「外国人労働者は後を絶たない」(「共

産主義運動年誌」別冊3山 L』氏報告)の現実はグローバ

リズム・新自由主義下世界一日本の労働者の現実そのも

のなわけである。

●  ユニオン型地域合同労組型運動といった場合、 |[l

来型企業別組合 (年功型賃金)にたいし横断的個人加盟

の産業別職種別賃金の組合といった見方 (本下武男等 )

もあるが、以上のごとく、グローバリズム・新自由主義、

総「悪徳企業化 (ブラック企業)」、非正規労働化攻勢に

対抗する地域的社会的反撃をベースとした総がかり的反

撃の運動ということができる。

企業 (ili場)占拠～白主生産からスト、のみならず大規

模な社前行動等体制内型企業別組合の枠を越えながら展

開してきたといえる。

元ユニオン型労組指導者の河野氏によれば総評全国一

般のピーク時の組合員 12万 人、現在の全国一般や地域

に基盤を置くユニオンの組合員数は自治労全国一般評議

会が 3万人、全労連全国一般が 3万人、全労協全国一般

協議会 l万 1007人、コミュニテイユニオン全国ネット

ワークが 1万 5000人、連合の地域ユニオンが 1万 5500

人、全労連のローカルユニオンが 1万 355人 で計 H万

1543人一で全国一般時代と比較してひけをとらない (共

産主義運動年誌 14号、2013年  河野氏)と ある。
このうちユニオン運動の始まりは現在のコミュニテ

イ・ユニオン・ネットワークの 立ち llげ (1979イ 11)で 7

人から東京ユニオンとしてスター トとある (「闘うユニ

オン」高井晃 関11達 也)

そこでは「中小企業では労働組合をつ くってはつぶさ

れ、つくってはつぶされ…という経験をくりかえしてい

た。しかも従業員数が 一〇人の会社であれば労働剰l合 も

一〇人にしかならない。そこを超えるには企業のなかだ

けでなく外にも労働者が l・
ll結できるネt織をつくる必要が

あると感 じていた。 しかもイ‖人加盟でc」 (「闘うユニオ

ン」)と ある。

その東京ユニオンの第 1じ
‐の職場支部は渋谷駅前サウ

ナ神谷商事支部で、臨時社 it解雇問題だった。解雇撤卜1

後労働基準法違反 (深夜残業割増増分の未払い…等)で

争そい、成果をあげ I三社 iミのユニオン加人等かちとった、

とある。

会社はサウナの開鎖を提案してきて、静j内喫茶″j、 パ

ブ、麻雀クラブ等廃 iLし た。ユニオンは24時間の泊ま

り込み体制 (喫茶静i等は自主営業)、 会社内ステッカー

貼り…そして社前行動として屋台を出して営業する闘争

をくりひろげ街やマスコミの注日を集め、また屋台は立

ち寄る場所になっていったというc

運動は長期化し、会社も疲弊し、30年後 20∞ 年和解

提案が出され、六十歳までの雇用を確保、ユニオンに解

決金を支払った。

こうしてユニオン結成の当初から解雇、倒産、職場占

拠、破天荒な社前行動 (屋台等)¨。と対新腫1由主義、悪

徳企業、組合攻撃との型破りの攻防としてあった。

ユニオン系労働組合には不 ET欠のものとしての労働相

談がある (た とえば東京東部労組は2013年 8280件の労

働相談という (「石川源嗣「労働組合で社会を変える」)

労働相談は解雇、倒産、残業未払い、パワハラ等悪徳

経営を訴えてくる場合が多い。

東京ユニオン設立から2年後にかかった高井氏への自

宅への電話も解雇の相談だったという。障害者雇用助成

金目当ての雇用拡大の失敗で倒産危機に陥ったのを、高

井氏等が助成金の転籍先企業にり|き継ぐことを行政と掛

け合い、解決し、組合員全員の雇用を確保したという.

さらなる労働相談は高級婦人服縫製 li場 (一藤洋装 )

で、社長が夜逃げ、暴力金融の乗っ取リーにたいして、
"

白 1ヽ14i産 "、 街の応援団フェステイバル「村祭り」でマ

スコミ、NHK等 をひきつけ (放映等)た り、金融機関



に債権放棄させる等、84年 12月 には解決したとある.(闘

うユニオン)

この争議の 10年あと92年バブル崩壊期、総合病院 (城

南総合病院)の経営危機の争議がもちこまれたという。

(も てあました合同労組からの依頼 )

この経営危機に資金負lllし た地上げ、乗っ取り知能犯

が理事長に就任も経営はさらに悪化した,こ うしたなか

医師、一部管理職も危機感をもち糾l合参加、ほぼ全員の

180人がユニオンに参加!したというc

こうして,1事長迫放、理事会多数派が新経営陣をつ

くった。(その後組合と新理事会との関係も悪化していっ

たという=

さらに 1"8年 にはイく,)己 ド「賃 Hず、リストラホット

ラインJを実施するや横浜の印刷会社(フ イルグラフイッ

クス社)の労働者からのからのi=L話―会社業務は黒守1だ

が社長の11い漁り (ゴルフ会it権、マンション、絵脚i)、

が負債となり、経11悪化―賃金未l_/、い等、一に対し、ユ

ニオン結成、申し人れに対しても社長は開き直る (第二

組合結成等).

これに対し仕掛け品 (某大学人試F電題)を押さえ、仕

掛け品の生産続行、剰l合の油まり込み等は承認され、「 H

指せ自主生産」の掛け声とともに、イキイキと働き始め

た (「闘うユニオン」 p50)と いう。

一方債権放棄要求 (対金融機関)を ふくめて金融機関

とも和解、自主生産も終 了となった。

こうしたなか総評が解散した 1989年 コミュニテイ・

ユニオン全国ネットワークが第 一回集会を青森で開催さ

れ、D"年 には人分でコミュニテイ・ユニオン全匡|ネ ッ
トワークの結成総会・交流会を開催した。

そして 1985年それまで、戦前の労働者供給事業の反

省から禁止されていた労働者派遣業が合法化・自由化さ

れるという新自由主義・規制緩和の一大幕開けが進行し

(非 正規労働もこうした資本の攻勢のなかで 40%に も達

するにいたる)派遣労働者からの相談がくるようになっ

た。こうしたなかで一九九一年から派遣労働ネットワー

クが結成され派遣 トラブルホットラインを開設した。そ

こでの5日 間の相談 192件で最も多かったのはやはり解

雇で六四件だったという。 (同書)

一一こうしたなか経団連の「新時代の [1本的経営」―働

く者を長期蓄積能力活用型グループ、高度専門能力活用11

グループ、雇用柔軟化グループの三つに分け、長期蓄積能

力型のなを終身雇用と位置ずける。

それは日本企業の、企業内組合、年功l´列、終身雇用

といった日本的経営の下統合してきた高度成長期の終焉

一 日本型労働支配の新自由主義型転換・白壊の宣言・表

明であった。

そしてこうした構造と抗う全国でのユニオン型地域合

同労組型労働組合の展開もまた進んできたc東京圏だけ

でも東京束部労組、南部 ^般、中部地域労働組合、全統

一労働組合、下町ユニオン、神奈川シテイユニオン等、

その他多くの組合が定着していったわけである.

こうしたなかコミュニテイ・ユニオンは 2008年 10月

20日 以降 :キム川駅高輸 ll前 京::l:ホ テルのバブル期イく動産

投資等による多額の負使 (ホ テル「 I体は黒字)に よる倒

産、解たIに対する「白 li′ドヤ業」闘争を続け、ピケット・

スクラムと機動隊による立ち送き。強制執行、との闘い

が 1りJ25‖ 展開された。その場では警官隊により分狩i、

排除された。それは高リト氏が云うように「職場にピケッ

トを張 り、警官と揉みあいになるような労働争議が行わ

れたのはいつ以来だろう。労働組合がたたかわなくなっ

たと言われて久しい、しかし、この組合にはその言葉は

無縁かもしれない。」 (「 闘うユニオン」 p7)と いった

事態をつくりだしてきているわけである。もちろん今日

かっての実績をともないつつ壁にぶつかっている多くの

企業内組合がある。それも地域ユニオン型労働運動との

接点のなかから再登場、合流してゆく時代も考えられる.

闘いは連日の社前行動として続き、それを背景にユニ

オンと管財人との団体交渉が続 き一年余後ホテル再開。

雇用確保とならなかったが雇用確保のための資金り|き 晨1

し―和解に到った。「略奪的債権回収 と闘った 707日 、

あのスクラムを忘れない」と書かれた小旗を片手に祝杯

を挙げたという。

そして、コミュニテイ・ユニオンはあのリーマンショッ

ク下派遣労働者の大量解雇下での 2008～ 2009年年越 し

派遣村一全国から200人超の登録者―を開き、労働、医

療、求職相談ブースを開いたcそ して厚労省講堂の開放―

宿泊所をかちとった。一まことに日比谷―厚労省の「開

放 IX」 化という画期だった。 1月 5日 まで年越 した派遣

村村民 505人、前記争議中の京品ホテルも母子宿泊に用

い られた.相談は 354入。記録ではそのうち派遣切り

と住宅喪失 73人、日雇い派遣で仕事がなくなった、57

人、派遣ではないが不況で失業状態 70人、…と|]本の

労働者の現実を赤裸々なものとしていたという (卜1書 p

181)ボランテイア登録者は 1692人 、その他を発、くめる

と 2000人参加という。



こうしたコミ」ニテイ・ユニオンの 1979年からの発

足の歴史は高度成長終焉―グローバル化 。新自由主義化

下労働攻勢、労働者の屈服 (総評解散・連合化)の歴史

のもとでの・非正規労働化・ブラツク企業化の歴史と抗

い、個人加盟という形をとりつつ、地域を基盤に、占拠、

自主生産、型やぶりの社前行動をともないつつ、新しい

時代を切り開いてきた闘いといえる。

もちろん卜1じ ようなあゆみを多くの地域合同労組型ユ

ニオン労働運動は、前記大量の労働相談と争議化を進め

ている東部労組、中部地域労働組合、南部 ^般、全統一(ハ

イム、|ll光輸モータース、城北食:li等「::ii4i産を進めて

いる)、 ド町ユニオン、、神奈川シテイユニオン等、切り

開いている:)

メトロコマース (束部労率t)、 郵政ユニオン等のス ト

ライキと結合した裁判闘争 (労働契約法 20条 裁判一雇

用期間等の差によって労働条件を差別してはならない

一 )・ 非 iE規差別告発は引i lli規労働問題の社会的顕在化・

社会問題化を切り開いてきた,

そしてこれらの問いは資本の労働支配との根本的対抗

関係を背景にしているという意味で「左派」によって切

り開かオしている..

4・ 13年誌主催労働問題討論会への参加者、報 :=i者

もこうした運動の 一環としてある。

われわれはかって総評、民国の運動を批判してきた時

代もあった。がそれは責任をともなったとはいえない。

今 []、 こうしたユニオン型地域合同型労働運動はわれ

われに責任といったことをつきつけているこ

戦前の労働運動も必ずしも大規模な展開だったとはい

えないが、そこでの頑張 りが戦争直後の労働運動 (生産

管理闘争を含む)の時代を切 り開いたのであり、今回こ

の時代の頑張 りが次の時代を決めてゆくという責任をせ

おっているわけである。

(~,つ
―`
くリ

(

■「表層Jより深く。「生産Jよりひろく
自丼順

●「方法」の問題

「日常感覚」(「民衆の先入見 1)、 つまり占典的な「観念」

とその「方法」力iあたりまえのように前提としてきた漢

然とした常識や規範などが変わってしまったこと,「国

定教科書に出てくるような単純で平明で健康な趾界」(梶

リキ基次郎)が理念としても成りたたないことが、広く誰

にとっても実感となってきたことこ今まで対象とされて

こなかったものがせりあがってくること,

本誌三号、椿邦彦 F階級についての雑感 (その 2)」

から興味深かった箇所をり1用すれば「彼らの思惑を超え

たより深亥Jな事態が進行しているようである。すなわち

それは、資本主義的生産様式を弁護する最後の砦である

ところの「労働価値説」を、資本主義自身がfi定する新

たな段階への突人という事態である」(椿邦彦「階級に

ついての雑感 (その 2)」 )。

「 ::∫典派経済学の労働価値説」を批判したマルクスの

「抽象的人間労働」社を、「 lt体的イ∫用労働」 (も ちろん

これ |'1身が切り取られたものなのだが)の「物理的時間」

と同 ‐視してもほとんど「魚ξ害」だった時代はもうないぅ

時代が、現在が、ηlに「観念の対象」のみならず「方法」

までもの転換を必要としているということ。

現実社会の価値の浮遊化という事態が、価値論のコペ

ルニクス的転回、相対論的実体観を誰にも納得させるよ

うな 11壌 となっていること。この実体観の転同一般と共

に、価値の特殊なありようも明らかにする必要があるこ

と。マルクス関連で「主体」や「労働」に限っても以下

の位相がIX別 されるべきだ。

1)ひ とつはこの時代に固有の浮遊感の共通感覚化(=

民衆の先人見化)に対応した、原理的な規定の再吟味3

占典的に明らかであったはずの基礎範疇からの洗い直し

ということだ。実体ある価値なり、清潔な使用価値なり

の想定に批半Jを加えることは比較的にたやすいことかも

知れないが、古典的なマルクス解釈の呪縛を断ち切るの

はそれ程容易でない。今では経済学 (何経済学であれ)

世界の想定内にしか生き残っていない、占い常識にもた

れかかったままの「労働」や「生産」や「消費」や「余

剰」やに関する言説も相変わらず横行している。実際に

は、価値概念に負けず劣らずこれらのカテゴリーもズタ

ズタになってしまったというのに。

2)ふたつはこの原理によって、よりILiい時代、恐慌

(「一〇年周期」)も 使用価値 (「清i黎な使用価値」)も 「キ

ス」 (ボギー)も 全てがはっきりときっぱりとしていた、

といわれるような時代、清潔な使用価値や単ネLで平明で

健康な世界 (価値論でいうなら「一九世紀的前提」)に

ついても、再吟味された新しい範疇によって、別の日で

見直す必要があること。

3)そ してみっつめは原理二般とは異なる、この時代

そのものの特殊性を明らかにすること。つまり原理や方

法が占かったことばかりが原因ではないということだら



本質論として「『資本論」という:与典のもつ現代的アク

チュアリティ」を認めるとしても、当事者識自体が、ま

さにマルクスの時代から決定的に変容してしまったのだ

という事実を忘れるわけにはゆかない。そうでなければ

なぜ吉本隆明がマス・イメージだ、システム価値だと,=

わねばならなかったのか、なぜ消費社会などの言葉が流

行したのか、何故不均衡動学が注 Flさ れたりしたのか、

こうしたこれまでの価値論的問題状況を全て欠落させた

ままになってしまうのだ。 ^方で占典的な労働価値説が

信用を失墜させてしまったことと,1様、それらは共に‖

ll的なJ(事者意識、民衆の先人見の変容に出来する、 I,i

いに表裏の関係にある事態なのだから.

本来のものと余計なものとの人然の境界があいまいに

なった現代では、ri典的な「自己充足的な主体とその内

油iの外化、対象化としての労働、実践、表現」といった

義́的な労働・実践観では |1常意識批半Jと してもイく|・分

だ。これは生きた労働と対象化された労働との区別うん

ぬんで済むはなしではない」
「生きた」や「対象化」の

意味そのものが外lLにのせられているからだ。

考えてみれば、「そもそも人間とは '・ ・」ではじま

る類の、あるいは「哲学者たる者は・・・」でも同じこ

とだが、あまりに素朴かつ一般論な
"哲
学的F尋い

¨
その

ものに不信感があったはずなのに、つまるところは同じ

く一般論だった度松理論だけは、あるとき、特殊歴史的、

変態的に屈折する同時代感覚の
‐
哲学的問い

"と おもえ

たのは何故だったのだろうこ占典派的な近代観やオーソ

ドックスなマルクス像を相方に、単に近代を批判すると

いうより、古典的な近代観そのものの読み直し・批判作

業をおこなうという微妙な位置ゆえか.た だの人間一般

論でもなく、またドf典的な近代観への現代ふうの違和感

だけでもなかったのは確かだが。現代ふうの違和感だけ

なら、なにも (ネ クタイ締めて七三わけの)経済学者や

哲学者などから学ぶことなど全くなかったわけだし。

●労働と「非物質的労働」、「コモディティ化」その他

「観念」は何に不安し、何を欲するのか,何をアタリ

マエとおもえず、り|っ かかるのか,それが F問題設定」

(プ ロブレマテイク).その拠ってきたる源としての「H

常感覚」.ア ルチュセールの「問題設定」のはなしや字

野弘蔵の「方法模写説 1については繰り返し書いてきた

とおり。

化美光彦による「すでに時代は変わり、作動条件は失

われていたのに、金本位にこだわっておきたのが11九年

大恐慌、以後は「大恐慌型不況」」、というストーリーと

のアナロジーでいえば、生活様式・再生産構造の地殻変

動とrf典 的生活慣習とのアジャスト (調整)の過程が

六〇年代後半の社会的大変動だったともいえるだろう。

象徴的にいえば米ヒッピーと中紅衛兵の無目的な。膨大

な場所の移動など。これによって社会生活の規範、慣習

は事実 11の ド部構造の動きに対応した4i活様式へと着地

してゆくて,すでに失われていた作動条件と既存の構造と

の車L探が六〇年代後半の11活様式の大変動 =「 人恐慌」

だったのだとすれば、これ以降は「人恐慌型不況」ふう

に、継続する [イく安定]へ と、資本 i:義の新しい生活様式・

蓄積構造へと調整、吸収されてゆく.古いスタイルの資

本 :i:義の「
ですでに作動条件を失っていた「マッチョで

「健全」な「進歩 li義 」」は権威を失墜させていった。

○「井物質的労働」

本誌 i猟 旭ナL太郎「情報産業・情報資本:il義化 ドで

の労働支配・階級について」での「井物質的労働 (I

T・ 情報産業、サービス)」 のような使用法なら、普な

がらの 11俵の問題をとばしたまま、単に肯ながらのカテ

ゴリーの「省略形」の意味しかもてない。時代が、現在

が、単に「観念の対象」のみならず「方法」の側までも、

L俵までもの転換を必要としているということ,こ れは

占い体質の残存率が高いジャンルだけにかぎらず、現在

のすべての領域についていえることだ。そこをすっとば

したまま「ナウいカテゴリー」を扱っても (「批判」で

あれ「利用」であれ)無意味だc

O「 コモデイテイ化」

本誌一号、鈴木九六「階級と分業について」でキイワー

ドのひとつとして使われている「コモディティ化」につ

いて。

もともと「資本制商品経済一般の特性としての「均質化」」

のような意味合いと「現代資本主義に固有の特性」のは

なしとが混在しているようにおもえたc「 コモディティ

化Jは均質化一般のニュアンスなんだろうが、もちろん

それだけでは「現代の」あれやこれへの接近ツールとし

ては不十分だc

ただしこれは「現在」からの、 :]常感覚からの観念へ

の反映であり、その意味で正当にも「現在」の側からの

Fl題設定だった。

時と場合によっては、 ‐般論を使サIJし ての「「l己正当
化」そのものが、現在的な、具体的な効用を発揮するツー

ルとして役立つこともある。一九七〇年代、自家中毒お

こしてたような 11壌にたいし、度松渉による人間の超 一



般論としての「四肢的存在構造_1=物象化論が、そのま

まで同時代的な対時ツールとして活用できたようにっあ

るいは、市田良彦 F革命論」によれば当時のおフランス

でも「ブルジョアジー」「プロレタリアー ト」「大衆」「叛

乱」なりがアラン・バディウ的「原子―クリナメン」の

超超一般論のはなしに理め込まれ、「確認」されていた

ようだし,ただ、それだけでは、状況の「ズレ」ととも

に「濃い=(少なくとも身内にとっては)特権的」「言葉」

は放置されたまま、 1呼びまどろんでしまうのだが=

「世界」とは「資本一賃労働―その他諸行為」を含む

全体のことだ,

初期マルクス以来のマルクスの労働観〔

初期では、「対象的活動」=対 自然・問人間的存在様

式としての「協働」c

後期では、古典派経済学的労働佃i値説批判としてのF資

本論J、 「抽象的人間労働J tti値 i灘

今こそ「流通とは何か」かな ?

階級についての雑感 (その 3)

椿邦彦

私事で恐縮なのだが、5月 下旬に開かれたルネサンス

研究所・関西研究会の定f911研究会で、「革命/変革の主

体としての階級」というテーマで報告させてもらった。

このようなタイトルから期待されるのは、今日の資本主

義の矛盾が集中している階級あるいは階層に注日し、そ

の特定の階級あるいは階層を社会革命/社会変革を担う

主体とする戦略を組み立て、 主体の状況に応じた戦術を
編み出し、実際に行使するという類いの話だろう。ただ、

この日の私の報告はそれとは少々趣を異にするものだっ

た。かいつまんで言えば、「階級・階層を特定し、戦略

を組み立て、戦術を行使するという、これまでさまざま

な左翼党派、とりわけマルクス主義を標榜する党派が当

たり前のように踏襲してきた F手続き」は本当に妥当な

のか ?」 という疑F写を投げかけるものだったのである。

研究会に参加された複数の方々からは、「タイトルと報

告の内容が全然ちがうではないか」という至極まっとう

なご批判をいただいた、私としては、せめてタイトルの

水尾にクエスチョンマークを入れて、「革命/変 革の11

体としての階級 ?」 としていれば、少しは誤解を防ぐこ

とができたかもしれないと反省しているこ

少々前置きが長くなってしまったが、私がこのような

報 |::を しようと思ったきっかけは、橋本健二の F新・‖

本の階級社会』 (講談社現代新書 2018)と 『アンダーク

ラスー新たな下層階級の出現』 (ち くま新書 2018)で あ

る。このあ、たつの本の出版によってアンダークラスと定

義された新たな下層階級が注目を集めている。すでに約

930万 人といわれるアンダークラスが日本社会に出現し

た背景は何か。今後の社会運動の展開にとってアンダー

クラスの出現はどのような意味をもっているのか。アン

ダークラスが注目される理由のひとつに、「彼らこそ現

代のプロレタリアートであり、新たな変革の il体である」

という期待があると思われるが、これをどう詞1価すべき

か.こ うした問題に考え巡らせることは、階級闘争の一

端を担うものとしては当然のことであろう二

また欧米諸国では近年、ポピュリズムや権威主義の台

頭が問題悦されている(, |1本においてもそれは例タトでは

ない。例えば、グローバルスタンダードでは極イi政権に

分類される安倍晋11が、この 6り j7日 で伊藤博文を抜い

て FT村 1在職‖数で歴代第 3位 となっている。私の身近な

例をあげれば、あの大阪維新の会である1,「府知1事 と:IJ

長を入れ替えてダブル選挙」というその政治手法は、誰

が見ても民主「;:義を踏みにじる暴挙と思われたが、投票

結果は維新の圧勝だった。これらをいったいどう説明す

ればよいのだろうか。

こうしたポピュリズムや権威主義が台頭する背景は

さまざまであろう。クルマの自動運転技術に象徴され

るような機械の自動化や人工知能 (AI)化そして IoT
(Internet of Things:モ ノのインターネット)の普及が

今後人びとにどのような影響を与えていくのかせまたそ

うしたテクノロジーが社会にどのような変化をもたらそ

うとしているのかにも注目すべきであろう。人間の労働

が自動化された機械やAIに 置き換わっていくことに、

不安をおぼえる労働者はこれからますます増大していく

だろう。新たなテクノロジーは「万能の資本」による人

間の完全な隷属をもたらすのか、それとは逆に資本主義

をのりこえる梃チになるのか。このような観点から、〈革

命/変革の主体〉を考えてみることも必要だろうc

アンダークラスに話を戻そう。橋本健二によれば、

2000年代に入ってから、労働者階級の内部でその雇用

形態によって階級全体が二つに分裂しはじめたという。

正規雇用と非正規雇用の相違である。彼は、2005年 と

2015年の SSM調 査 (社会階層と社会移動全国調査)デー

タをもとに 11規 と非 iI規の経済状態を比較することに

よってそれを明らかにしている。

正規雇用の個人年収は、男性で 19.3万 円、女性で

15,3万 円増加。世帯収入では男性で 38.2万 円、女性で

14.0万円の増加と大幅に増加している。資本家階級と新
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1日 中間階級を加えた、すべての階級の男女平均では、こ

の 10年 間に個人収人が 8.4万 円、世帯収入が 10,0万 円

減少していることを見れば、正規雇用の収入増は注日す

べ き事態だというのだ .

一方非IE規雇用の個人年収は、男性が 24.4万 円と大

幅減,女性は 5.6万 1ユ :で微増.世帯年収は男性で 76.9万

円減、女性で 53.2万 円減といずれも大幅に減少している.

もはや「労働者階級の分裂」は動かしがたい事実となっ

ているのだら

「アンダークラス」が非iE規雇用労働者を実体とする

階級を指すとすれば、それが社会問題として注 Hさ れ始

めたのは最近の計1来 1'ではない 橋本によれば、非 1に規

施:用が日本社会のなかで急拡大したのは 1980年 代後半

のバブル期である.それが貧困‖1題としての注 }|を集め

たのは 2000年代以降であろう.2000年 代への突人を前

後した時期に、非JE規雇用が急増し、「ワーキングプア」

とよばれる存在が社会的に認知:さ れるようになったむ

2007年 の統計では、所得が生活保護費の算定基準と

なる最低生 i舌費以下の貧困世帯は、785万 世帯、人[lに

して 1000万 人を超えた.勤労世帯で、その所得が最低

41活費の 1.4倍以下の世帯をワーキングプア世帯と呼ん

でいたが、その数は 07年推計ですでに認1万 4000世帯

に上っていた。

すでにのべたように貧困層の急増が顕薯になったのは

"年
代後半から 2000年代初頭にかけてである。97年 か

ら02年の 5年間で、貧困世帯が 70.2°/。増、ワーキング

プア世帯が 48.5%増 とともに急激な伸び率を示した。97

-98年 はアジア通貨危機にともなう不況期への突人に

来じて、当時「雇用破壊」と呼ばれた大規模な資本攻勢

が労働者階級を襲っていた。

02～ 07年 は「景気回復期」だったが、貧困世帯は 5%

増加、ワーキングプア世帯 も2%増加した。景気が回復

しても、貧困と格差が拡大し続けるという傾向がこのと

きすでに現れていた。この状況を湯浅誠は「すべり台社

会」 (湯浅 2007)と 呼んだ。それは一度貧困層に転落し

てしまうと、景気の変動にかかわらず、そこから這い上

がることがほとんど不可能になっている社会のことであ

る.小泉政権が「聖域なき構造改革」によってセーフ

ティーネットを1危弱化させたことがこうした傾向に拍車

をかけたc

このようにアンダークラス問題はかつてのワーキング

プア問題であり、ここ20年来、労働運動にとって最重

要課題のひとつであった。そのような状況のなかにあっ

て橋本の提起がni期的であるとともに、深刻でもあるの

は、非IEttlfF・ 用問題がすでに労働者階級の内部問題では

なくなったことを明らかにしたことである。労働者階級

が分裂し、新たな階級が生み出されたということはそう

いうことなのだ。

90年代後半から貧困層が拡大した背景には、日本政

治の重大な転換がある。

それは 1"5年 に発表された日経連報告「新時代の日

本的経営」であり、橋本内閣 (1996年 ～ 98年 )に よる

六人改革であり、1997年 の日米ガイドラインの改定で

ある。

最初から見ていこう。日経連報告は労働者を,長期蓄

積能力活用型グループ、(2,高 度専門能力活′||,11グ ルー

プ、●雇用柔軟型グループの三つに分類することを提 ::

した。最後の F雇用柔軟型グループ」こそ、今||の アン

ダークラスに相当する労働者グループである。これは終

身雇用と年功,11賃 金という長く続いた戦後日本の労務政

策を抜本的に見直すという資本家階級のりl確な階級意志

の表明であり、労働者階級への宣戦布告でもあった。し

かし当時、これにたいして労働運動サイドから有効な対

抗策が示されることはなかった。

橋本六人改革とは、
"年
第 140回国会の施政方針演

説で明らかにした行政改革、財政構造改革、社会保障構

造改革、経済構造改革、金融システム改革、教育改革、

の六つの改革のことである。この施政方針演説の中で橋

本は次のように述べている。

「戦後 50年の間、わが国は、国民各層、そして地域の

平等性を求めながら、豊かな国民生活を手に入れること

を目標としてまいりました。現在のわが国のシステム、

具体的には、行政のシステム、民間活動に対する規制、

社会保障・福祉の仕組み、教育行政、国と地方公共団体

との関係などは、この目標に合った形で作られ、長期間

にわたり、総じて効率的に機能してまいりました。そし

て、それ故にこれらのシステムは、日本社会そのものに

深く根を下ろしております。/し かしながら、世界が一

体化し、人、物、資金、情報が自由に移動する時代にあっ

て、現在の仕組みが、かえってわが国の活力ある発展を

妨げていることは明らかであり、世界の潮流を先取りす

る経済社会システムを一日も早く創造しなければなりま

せんc社会に深く根を下ろした仕組みを変えることは、

大きな困難を伴います。しかも、これらのシステムは、

相互に密接に関連し合っております。私が、行政、財政、

社会保障、経済、金融システムに教育を加えた六つの改

革を一体的に断行しなければならないと中し上げている

のは、まさにこのためであります。」

橋本がここで :専っていることは「国民各層、そして地

域の平等性」を求めて形成されてきた「システム」が、



グローバリゼーションにとってはもはや妨害物でしかな

いと断じ、日本社会の構造改革を積極的に推進するとい

うことである.それは「自国民の福祉」を犠牲にして、「市

場開放と構造改革」を実行するという支配階級の政治的

決断であった.その要が労働者の雇用政策、賃金政策の

抜本的改革であったことは言うまでもないだろう、[1本

の支配階級がかくも重大な決断を行えたのは、階級闘争

における労働者階級の後退がもたらした政治的帰結でも

あった。

50年 代末から本格化 した製造業における合理化攻撃

(機械の「l動化 )にたいして、総評労働運動は熾烈な闘

争を展開した。しかしそれは、ド1鉄における反マル生闘

争の勝利を例外として、基幹産業においては敗北と後退

を重ねていた。1980年 代、本九である国労が集中砲火

を浴びたときは、すでに電電公社や専売公社が民営化さ

れており、総評はその外堀 も内堀も埋められていたtそ

して 87年、国鉄が分割・民営化された 2年後の 89年 に

総評は解散し、連合が発足した。それは総評 。社会党ブ

ロックの解体であり、「55年体制」崩壊のはじまりであっ

た。

80年代でいま一つ、注日すべ き出来事は、19肺 年の

労働者派遣法の成立である.戦後 I]本の労働法命1は「労

働者を必要とする者は労働者を直接雇用すべきである」

という直雇用原員1を 出発点としていた。その労働法制の

人原則が、派遣労働という間接雇用を法認することに

よって骨抜きにされたのであるここのようにして日本の

労働者階級は、∞ 年代のグローバ リゼーションの大波

に対して、組織的にも法制的にもほとんど丸腰で挑まな

ければならなかったのである.

橋本六人改革と同時に行われたのが先述 した、97年

の 11米 ガイドラインの改定であるcそれは日本F85の本格

的な軍事協定の締結であった。97年 ガイドライン改定

の直接の目的は、日本の有事法体制を早急に確立して日

米共同作戦を実行顧I能にすることであった。その次の目

標は、憲法を改悪して集目的自衛権を行使できるように

することであり、 06年の第 1次安倍政権はそれを目指

していたのである。

先に述べた橋本内閣の六大改革は、

“

年代からつづ

く、米国による構造改革の要求を日本の支配階級が最後

的に受け入れたものである.橋本六大改革とガイドライ

ン改定を仮に「97年転換」と呼ぶならば、この 97年転

換を境に 11米ド1盟は「1本の国益の最優先事項におかれる

ことになったのである.(国 体)と しての日米安保体制

.の顕在化である。それは、まぎれもなく日本が米国の「属

国」化を深める転換点であった.11本においては、新「 1

由主義的構造改革と日米同盟の強化が一体のものとして

すすんできたのである。それは一定成功しているようだ。

実際には米国による軍事的支配が強化されているにもか

かわらず、「自分たちがアメリカに守られている」とい

う倒錯した意識がまん延している。これは「安全保障問

題」にかんする思考停止状態といってもよいだろう.[]

米卜1盟に反対するものは「国益を脅かす存在である」と

いう意識である。このような状況が人びとの政治的経済

的自 1ヽを ますます困難にしている。そうしたなかで、ア

ンダークラスの出現は階級闘争にどのような影響を
′チえ

るのだろうか。

橋本健三はアンダークラスの政治傾向について次のよ

うに述べている(〕

「現代日本で最も多くの不満とイく幸を担う階級である

アンダークラス」が「そもそも政党に関心を持っていな

い」、すなわち「日本社会の危機の中心に位置する階級

が、政治への関心を失っているJ(橋下「アンダークラス:

p226)と いう深刻な状況にあるというのだ.「環境保護

や｀F和主義の L張は、アンダークラスには届きにくい :

アンダークラスは所得再配分を求めているが、それは自

分たちの困窮状態から来る要求であって、左翼イデオロ

ギーやリベラリズムとは無縁のもの」(同 p235)なのだc

こうした困難を打開する道はあるのかc橋本は「答えは

簡単」だという。「格差の縮小と貧困の解消だけを旗印

とし、アンダークラスを中′とヽとする「下」の人々を支持

基盤にすることを明確に宣言する、新しい政治勢力があ

ればいい。」 (同 p237)と いうのである。

果たしてそうなのだろうか。私はこれには根本的な疑

間を抱いている。橋本が提唱するような政治勢力が日本

国盟を基軸に形成されている政治支配構造に有効な役割

を果たすことができるだろうか。そもそも先進国のなか

でいちはやく「反緊縮」に転じたのが安倍政権である。

長期政権化している理由の一つもここにある。アベノミ

クスを上回る財政出動によって、社会保障を建て直し、

格差と貧困の解消に邁進することを左派は目標に掲げる

べきだという向きもある。私はそれ自体には反対ではな

い。むしろ大いにやるべきだとさえ思う。しかしそれは、

こうした論者じたいが認めているように、不況期に限定

的な経済政策であって、いわばカンフル剤のようなもの

である。生き延びるために、カンフル剤は必要だが、そ

れに頼り続けるわけにはいかない。

より本質的な問題は、すでに述べたようにアンダーク

ラスの出現は、非正規雇用問題が労働者階級内部の問題

ではなくなったことを示したということだ。それは労働

者階級の独力ではこの問題を解決できないということが
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突き出されたということを意味 しているのではないだろ

うか「 だからといって、問題が解決不能であると言いた

いのではない「 むしろここから、社会運動ユニオニズム

とよばれる労働運動の新たな形態がなぜ注目を集めてい

るのか、またそれがなぜ有効であるのかが導き|llさ れる

のではないかと思うのだ 社会運動ユニオニズムと|よ 、

労働運動あるいは労働組合運動が地域のコミュニテ ィー

と積極的に節合し、コミュティーを味方につけることに

よって、労資のノJ関係の転換を1刈るものであるjコ ミュ

ニテイーのノJは どこにあるのか それはその構成の多様
'Hiであると考える さまざまな職業や階堰の人びとが入
り交じっていること、すなわちハイブリッドであること

が強槻であることだと思うのだ

また非 11:規 お[サ 11と いってもそれを ^||で くくれるもの

ではない その′ブ〔態 4まわ:めて多様である その組織化の

挑 1文 として現在、業種別職種別労働i工動が1ス リ驀1ま れて

いる かつて労働運動で業種別職種別と言えば職能暴l合
のことであった 鉄道であれは機関 lfであり、航空であ
ればバイロットである つまリエリー トの運動だったが、

今では資本によって最 ドセ1に 1、1置付けられている労働者

たちの運動となっているのである .

それはさておき、労働運動レベルでアンダークラスの

組織化を重視することと、政治闘争レベルで求められて

いる組織化とはIX別 されるべきだと思うのである 重要
なことは次のことだ「 人びとの政治的な白 tは、経済的

な自立という裏付けがなければ成立しない:そ して「1明

のことだが、アンダークラスが単独で経済的に自 1ヽする

ことはできない.そ れがコJ‐能になるのは、一定の規模を

もった自立的な経済問を形成 した場合に限られるだろ

つ _

この点で注目すべきは、なぜ沖縄県が日本政府と対峙

しつづけることが可能なのかということである「沖縄県

は大田県政時代に基地返還にともなう「アクションプロ

グラム」を策定し、沖縄を自立した経済同として確iLす

ることを目指してきたじその精神は 2015年 の「沖縄県

アジア経済戦略構想」|二 もり|き 継がれていると思われる「

この経済戦略は「沖縄の地理的優位性を生かし、アジア

経済と連llJす ることで、アジアの活力を取り込み沖縄県

の自立考1経済を発展」させるため :1、「沖縄σ)持つ地域力、

文化力、人1善l力 、「1然力等のソフトパワーを活かし1「 リー

ディング産業の拡充 。強化や、い1際物流拠点の形成を進

める」というもθ)だ = この経済
i戦略で沖縄県は「日本と

アジアσ)架け橋となる」ことをめざしている それは111

1'同盟に依拠しない地域的な安全保障構想というlllli期的

な側血iを持っている.当然にもこの経済戦略は|1本政府

が進めている米軍基地強化や島嶼局地戦争を想定した南

西諸島への自衛隊配備とは相容れない。もちろん河I縄県

は []米安保体制を否定しているわけではないが、日米国

押 ‐辺倒の日本政府に対して明確なオルタナテ ィブを提

示しているのである.い まIl本の国内で求められている

のはこのような経済戦略を構想 し、実践することではな

いだろうか

貧しいということが「犯罪」の源泉ではない

か

(元水道労働者 S・ S)

今日、中年・ IT年 りl性による暴発的、あるいは ,i「 lllli的

よる「人 ||キ殺人J:ji倒1が起き日本中を震撼 させている

まずは被lilに あった人びと、関係者の /」 々に哀′トドの意を

表したいとl思 います t il「件が起きるたび、政府・警察 ,

イ∫識者そしてメデ ィアは安全対策として「社会防衛」=

治安の強化を打ち出している

」ji件 は数発的に発41し ているもσ)の 、監視カメラの設

置や街中に警察官・ガー ドマン配置したところ、米然に

聞じ込めることはできない 容疑考は逮捕や命をかけて

突撃するのだ- 11件 の背景を想 f象すれば、容疑者の生育

環境―両親不在。離婚、親成あずけられ虐待、愛 1青薄く,

あるいは家が貧しく、学校も休みがち、おそらく友達も

できずいつも 。人ポッチだ.成 人になっても社会一 世の

中のことは無知|.学校・地域に溶け込めず、差別され、

鼻つまみ者として生きていれば本人は「意固地 1に なる

だろう.

私たちの生きている社会は徹底した学歴 :L義、能力主

義で競争社会だ。そして生産力第 主́義だ=そ こから人

びと=労働者は落ちこぼれないよう必死にもがいている

のだしそして落ちこぼれてしまう人も発生する。さらに

始めから家にり|き こもりや生きる道筋がみえず「絶望」

し、社会との関係を切断しスター トラインに入れない人

もいるこ

私たちはせめて身の回りに「希望を失っている人に対

し、声をかけ、励ましていくt」 ささやかなことを通して、

我われ自身の展望を見出そうではないか l

インド紀行そしてインドの未来 (1)

北山 崚

(→ (2019年 )2り j初め、連れ合いと共に、総勢 23名 の、
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ほとんどが 60代 70代のおじちゃん 。おばちゃんの団体

ツアーで、4油 6日 のインド旅行に行ってきました二行

きは 10時間、帰 l)は 7時間 1lσ )イ ンド航空 |エ ア・イ

ンディア)機でのフライトで、ギュウギュウ詰めだった

ので、人層疲れました 1

成田からデリーヘ巧ミんで、デリーで一泊‐翌日 (2「 1

11)、 空路 ]時間 20分かけてガンジス川河畔にある人||

120万 人σ)ヒ ンズー教σ)ltill地バラナシヘ行き、最初は、

今からおよそ 2500年 も前、お釈迦様がブッダ・ガヤの

「午提樹の 卜
‐
で'I子il)を 開いた後、沢 !|lθ)鹿が住む林 {鹿野

苑 =ろ くやおん)の 中で初めて数人の 1曽 に教えを説いた

初1曖法輪の故地というサルナー トヘ行きました 今はこ

こには熱烈な仁、教徒であったマウリア |:朝のアショカ li

(BC268｀ 232)に よって、 ダメーク ・ストウーバという111

1130111高 さ80mも ある 2段のIll綺形の11人 な仏塔が

建てられていました その後サルナー トの考 llj博物館で、

初転法輸の若い釈迦の姿をかたどった |'1い 人理石の )こ し

い像が、:'(山 の影刻や金細 |:の 湾飾 |)な どの中に鎮座し

ていましたが、私が今までに見た仁ヽf象の中でも興福寺の

阿修羅像をもしのぐ威敢に満ちた 3」
‐
愛らしさ・美しさで

した :一巡した後再び戻って、 じっくりHに焼き付けて

きました .

夕方にガンジス河の西側i可岸に行き、河岸に延々と設

けられた階段状の沐浴場 (=ガー ト :7 kmに わたって続

く)や 2箇所の火葬場を、30人 ほどが乗れる焼 Eエ ン

ジンのポンポン船に乗って見物 しました.日 本でも使わ

れている「荼毘に付す」という言葉の「ダビ」とは、も

ともとはインドの占語であるサンスクリット語で「火

葬」の意味だそうですが、赤や黄色の華やかな布に包み、

花飾 りをつけたクヒ体を、インダスリ||の水に全身をザンブ

リと浸けて、それを積み 11げた薪の_llに横たえて油をか

け、およそ 2時間燃やし続ける、そしてその、人を燃や

す 10か所以上もの火が、夕暮れの薄暗が りの中で燃え

続けているさまを見て、青、仏教渡来後の日本でも河原

に本を積み上げて死者を焼いたその源流はここにあった

のだと思ったのでした「 インドでは、今では仏教 もヒン

ズー教の一分派と看倣されているようですから、死者を

焼 く儀式はインドから中[Jを経て |]本 まで伝播 しながら

2000年以上も守られてきたのでしょう

「 インドでは宗教が生きて tヽ ます‐あれだけ宗教がナ

マナマ しく生きている国は見たことがあ りませんねこ」

と:11島 |li紀 夫は 1:い 1「 インドの印象1毎 日新聞、1967

年 10月 20-2111け )、 その代表作である「↓饒の海 :

の第 3中でも11き ,△んでいます し、「1ら も敬度なキリス

ト教作家として、純粋無垢な人1判像を描き続けた遠藤周

作も、その「深い河」の中で、このバラナシを登場させ

て、「あらゆる宗教、人種に関係なく、その人措1が行っ

たあらゆる罪にも関係なくすべてを許し飲み込んでくれ

る聖なる河ガンジス」の中に宗教のあるべき姿を描こう

としていたようです.

lu界 中から来たであろう多くθ)観光客が、何十隻もの

小殉‐に乗って、夕暮れの河岸でくすぶりながら燃え続け

るタヒ体を焼く炎と煙の立ち 11る のを見ながら移動してい

くさまは、この 111の 光景とも思われず、現 liなから冥府 (地

獄)を のぞき込んでいるような負t持でした また、ガン
ジス河の水が、すべての罪や機れを洗い清めてくれる聖

水だとは ,午っても、死体を焼いた遺灰や骨を流し、 11流

からは ド水や糞尿までも流れてくる、透 |りl度は数 c nlと

i:え るような泥水の中に、簡単な4jき れ 枚́を身に着け

て頭まで沈めて沐浴する姿は、宗教というものグ))奏 まじ

さを見る思いでした。

河 |]ま ではまだ 1000 k lllは あるだろう河の中流のバ

ラナシあた I)で も、イングスはさすがに人河だけあって

河幅は優に 5｀600メ ー トルはあり、ほとんど落差がない

ために流れはりll常 にゆったりとしていて、死者を'ljう た

めにガンジスの流れに投 じられた、卜|う′亡ヽに蝋燭をともし

た小さな花輸などは、なかなか下流に流れていかず舟の

周りにしばらく漂っているのでした ,

その「1は ちょうどヒンズー教のお祭り(お祭 :)そ のも

のは毎週あるようなのですが )に 当たっていて、夜にな

ると河岸 ‐帯が違々と照らされ、2~3万 人はいると思わ

れる群衆が、鋼鋸や人鼓や笛に合わせて集団で歌い 。踊

り続けるさまは、阿波踊 りなどもはるかにしのぐ熱狂で、

脳 ミソがしびれるような感じでした.

夫の火葬の燃え盛る火の中に飛び込んで殉死するのが

最高の妻であるという教えがヒンズー教にはあるという

話を聞いて、「宗教」というものの人を食う虎よりも恐

ろしい本質を聞いた思いでした。

今から20年 も前に、日本のマルクス主義の泰十であっ

た石堂清倫 さんが話の中で、「第 2次 世界大戦後の 50

年間で [l本共産党に人党 した後で、除名された り・離

党したり・分裂 したりした人は 50万 人を超えるでしょ

う.、」と言っていたのを思い出しましたが、20世紀を席

巻 した新宗教である「マルクス =レ ーニン主義」など

も、 []本だけでも少なくとも数十万人、世界中でみれば

数百万、数 T・万もの人々の生涯を歴史の泥水の中に飲み

込んでしまったのを考えれば、このガンジス河に次々に

タビ体を流す風習は他人事とは思えない光景でした
=

人類は数 千̂年前から現在に至るまで、次から次に新宗

教を勃興させ、その分裂・衰退を繰 り返しながら生きて
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来ましたiそ して依然として勢力を持っているローマ法

Iの存在やイランでのシーア派国家の誕生、「イスラム

国 IIS'」 をめ ぐるシリアやイラクでの戦争、ロシアに

おけるロシア正教の復i占、さらにトランプを熱狂的に支

持するアメリカの標音派の存在やイスラエルを建目した

ユダヤ教の存在、日本でも「倉J価学会1は もとより、「統

一教会」や、「ものみの塔二、「オウノ、li理教二や「幸れ

の科学」などなど次々|二現れてくる新宗教を見ていると、

ニーチェ以来「利
'は
死んだ1と ,シフれながらもしかし現

実の llL界 では、何時までも「神は死なず :が続 く
`ノ

)だ ろ

うとも思われて、一瞬絶望的な感概に因われました .

翌 II{31111'、 朝 5時 に 111び ガンジス河に行って、

ガンジス河の向こうの地
｀
「 線に llる 19j‖ を打み、 1列 日

の

中での人々の沐浴を見学‐ホテルに戻って 1り1食を授って

からしばし体患 して、
′
11後空路デリーにし11)ま した

1‖ ||、 デリーから 2()()kmσ )通 を 111キ |1尋 半もかけてガ

タゴトとタタ|′ l動 111の パスに揺られて |ll都 アグラにlilか

いました インド最入の I世 界造産というタージマハルと、

功t褐色の|:城 アグラ 11を 見るためです それにしてもこ

のヒンドスタン平原は広い :行けども行けども曲 ‐つ見

えず、ず―っと地平線でした 11971」 li、 11中 国交回復前、

中LJの L海から北京まで ^4■夜列車に乗った時、やは |)

行けども行けども平原で、山 ・つ見えなかったのに感動

しましたが、今卜1再びインドを見て、このような人平原

でなければ巨大文明は生まれないのかもしれないと思い

ました.

タージマハルは、ムガール帝国の第 5代皇帝であった

シャー・ジャハーンが、1631年 に死去した愛妃ムムター

ズ 。マハルのために、1632年 か ら 1563年 まで 22年 も

かけて、当時の都であったアグラ|二、真っご1い大理riで

建設したイスラム様式の墓廟ですが、この世のものとも

思われぬほどの、まことに美しいものでした,日 本で言

えば徳川家光の時代に作られて、370年 も風雨にさらさ

れてきただけに、近寄って見ると結構汚れているのです

が、7～80メ ー トルも離れてDじめると、まことに美しい |

ただこの皇帝は、 タージマハルの建設の為に「1額σ)費

用を使い、さらにタージマハルと
'llを

挟んだ 1島1かい慣1に 、

自分の為のもう 1つ黒い人理イIの巨大な霊廟を造ろうと

して、後継ぎの適、jr.に幽聞されたというのです.近 くに

あるその幽開されたアグラ城にも行きましたが、赤褐色

のオ)で作られた大きなお城で、出開された部屋は、階上

の眺めのいい、広々とした居住スベースでしたから、幽

勝jと いうイメージとは程遠いものでした 1

唯、タージマハル近 くのバス停の公衆 トイレの汚さは、

昭和 二十年代の日本の使所よりも汚い感じで開 Iゴ しまし

た.電灯もなく真っ暗なうえに、あちらこちらに糞尿が

故らばっていたのでした f

当「|は アグラ泊 ,

511目 ‐アグラからデリーヘ戻 り、いずれも世界遺産

の、基底部の直径 14'2111、 高さ 72・ 5 nlも ある世界最

高の ミナール (イ スラム教の実搭 )や、タージマハルを

たゞてたムガール ll:帝 シャー・ジャハーンがデリーに建て

た11人 なレッド・フォー ト (赤い砦・城)や、ムガール

帝 1可の第 2代 lit4'け フマユーンの準麗なt「廟を見学 しまし

た

さらに、第 1次 lit界 人1伐に、イギ l'ス によって徴兵さ

れて戦争に動員され戦死した 8万 5丁‐人のインド人兵の

71を 刻んだ慰 `凛 ir卑 でぁるインド1彎 を見ました:そ れは、
・

高さ ,12mも ある|:大 な石の間で、デリーの人通 りであ

るラージバ ト通 りの lll端にあって、東端にある大統領官

邸 とそのj亜 l)で ^直線につなが′,て いるのだそうです .

第 1次 Ft界 人戦の11寺、イギリス帝 ll・lは、なんと ]=iti万 名

の インド人を徴兵し、 1()9万 6丁・名を海外の戦争に動 li

したのだそうです。 (秋 田茂杵「イギリス帝IJの 歴史」

p 195)

200年 にわたって徹底的にインドを搾 l餃 したイギリス

帝国主義は、こんな慰霊碑を立てることによってインド

人の怒 l)を慰撫 しようとしたのでしょうが、しかしイン

ド人はそんなことで螺される筈もありません。今ではこ

のインド門は、イギリス帝国の残虐調1道の象徴 としてデ

リーの中心部で、醜い姿をさらし続けているのです i

そのまま ^路空港へ向かい 21時 15分発のインド航空機

で帰国しました。

機内泊で朝 8時成田若。

4泊 6日 、なんと短い !イ ンドの表前iに吹いた 一陣の

l■tと 同じでした。
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「共産主義運動年誌」第 20号斃刊 :こ森l打て
執筆のお願い

2019イ 11511 11

「共産主義運動年誌」編集委員会事務局

‖t界σ)資本 li義にはこれ以 Lの成 1こ は見込めないこと

が言liの llに も|り ]ら かになった今、「資本 li義の終馬 :は

ljl実 味を月1し ていつつも、 しか しそうであるがゆえに支

配者の座にキ:座 |)続けることに同執する者たす♪による、

′|:き 残 1)を かけて
'二

いに尚
・
を絞め合う利益の争奪 1伐が私

たちの ||の 前で展 1用 されています

数年前、グローバル資本 ::義にF:き 去りにされた冽t目

の労働者は トランプを大統領として選択 し、 トランプは

|・ lら を支lキする人々に応えようとこれまでには考えられ

ないような政策を実行に移すというようなポビュリズム

が |lt界 を混 lfILに 綺11れています  しかし、これによって結

果的に青渋を強いられるのは トランプを支持する人々向

身であることは誰もが認識 しているところです J

他方、そうした米 ll・jに追従することを「外交」と考え

るわがLJ政府、安倍政権は、森友・む]計問題の責任をう

やむやにしたまま、最近で |ま 失言による閣僚の辞 f手が相

次ぎ、景気は好循環 し賃金も上昇 していると言いつつ、

しかしそれは不正に操作されたデータをもとにしたもの

にすぎないことが暴露されましたここれによって政権維

持の最大の理由とされていた経済政策、アベノミクスは

失敗したことが Lヨ ロの下に曝さオしたにもかかわらず、「な

ぜか ?」 大きな痛手を負うことなく安倍政権 :ま存続して

います :安情政権は、秘密保護法、安保法制、共謀罪法

を国民の反対をよそに強行採決 し、その傍らで トランプ

に言われるがままに武器を大量購入しながら、着々と戦

争ができる国づ くりを推 し進め、その付1上げとして改憲

を依然として目論んでいます「 国民の声に一切耳を傾け

ることなく、自己の欲望を成就させるべく突進する安 i書

政権の独裁ぶ 1)は、と|)わけ、各種選挙で繰 り返し返し

「辺野占新基地建設反対」の意思を示 し続けてきたにも

かかわらず、完全に民意がllFし つぶされ米軍基地建設が

進められている沖縄で顕著に31れ 出ています,こ うした

独裁的かつ反動的な政治によって、イく利益を被り、悲し

みの中へ と打ち捨てられてしまうのは、安倍を政権の44

にち・:座 り続けさせることを許している当σ)日 本lJltであ

るのはこれもまた明らかなのですが、私たちはこの事態

を食い111め ることができていないのです

欧米でポビュリズムが台頭 し、日本において安倍政権

rヽ r)f´:  こ i…ごイ・jかをなえ_、  11‖tti句 ′iモ it, l i3 i

とが、共オ |:義 者の役吉1である |まずです

人:i:ア キヒトが退位し、彼の連、」
′・ナルヒトが新天 li[に

即位することでノこ写
‐が変わり、新しい時代が来たと,:わ

れています .し かし場l実 は何も変わっていません 人々

を悲惨 と混乱へ と導 く通は依然として続いているので

す

今年も「共産 l:義運動年誌」の発行を計山iし ています―

ド記要領で 原稿の執筆を広 く求めます

1 テーマ 未米社会の展望と共,I ii義者の使命
1情勢と政治 2.I汚運動 `り〔践の報lli 3理論と考察

2 形式  りた本的にブレーンテキスト(メ ールないし
1・L」
″‐ク某千本),

3  ′:′ i¢女|卜 JI,(  1200′ it× 20本気( = 2r1000′ }1)

を1 発行負担金 lペー ジ｀%た り 130()lll

5 原石i締 切  7り 11511 発行予定 11 81j2011

6  場:布ittliエイ::クヒ jtlils.jtlil“ Iliゎ・_coI11

以 Lよ ろしくお願いします.

「共産主義運動年講」編集会議 (文責 :幾瀬)
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